
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒河江市立白岩小学校 
校長 奥山 勇 

〈第９号〉 
令和6年1月15日 
 

学校運営協議会（１２月１９日） 

今回は7月行われた話し合いをもとに「地域

学習に望むこと」について熟議を行いました。

教職員も参加して、これまで行ってきた活動に

ついて共有しました。 

学校教育目標 「自ら学び 自ら輝き 未来をたくましく生きる 白岩っ子 の育成」
   

１月9日から３学期が始まりました。おかげさまで大きな事故もなく、子どもたちは元気

に登校することができました。さて、１学期と２学期の終業式で、本校の学校教育目標がど
れだけ子どもたちに意識されているのか聞いています。 
 自ら学び ＝ 自分からすすんで勉強すること 

 自ら輝き ＝ えがおでやさしくすること 
 未来をたくましく生きる＝ 心と体をきたえること 
 これを話した後で、子どもたちから手を挙げてもらいました。すると以下のような結果に
なりました。（全校生７５人） 
 
 
 
 
 

 
 全体的に１学期より２学期に成長できた人が増えたことは、喜ばしいことです。特に「自
分からすすんで勉強できた」という質問は、２１人も増えています。授業の様子を見ていて
も、落ち着いて授業に取り組む姿がどの学級でも見られました。また、自分の考えを表現す
る様子もいろんな場面で見られて着実に「自ら学ぶ子ども」が増えていると感じています。 
 ３学期の始業式では、学校教育目標を心にとめながら、「自分は成長したな」「自分を伸
ばすことができたな」と実感できる学期にしてほしいと話しました。 
 
 

                  １学期の終業式  ２学期の終業式 
「自分からすすんで勉強できた」     ３８人      ５９人 
「えがおでやさしくできた」       ４９人      ５８人 
「心と体をきたえることができた」      ３７人      ４６人 

 

学校坂南側斜面の木々の伐採 

グラウンド南側の斜面は、数年前から樹木や

蔦が生い茂り、地面が脆くなることが懸念され

ていました。12月に伐採作業が行われ、すっき

りした斜面になっています。 



 

 

 

アンケート設問（簡略化して載せています）       ・あてはまる ・少しあてはまる ・あまりあてはまらない・あてはまらない ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ すすんで学習に取り組んでいる。 

２ 学習を工夫したり努力したりしている。 

３ 自分の考えを伝えようとしている。 

４ 自分には良いところがある。 

５ 相手のことを考えて行動している。 

６ えがおで話したり行動したりしている。 

７ 自分からすすんであいさつしている。 

８ いじめをなくそうとしている。 

９ 失敗しても挑戦しようとしている。 

10 体を動かしたりスポーツをしたりしている。 

11 生活リズム（早寝・早起き・朝ごはん）が身に付いている。 

12 テレビやゲームなど約束を守っている。 

13交通ルールを守っている。 

14 地域の人と学ぶことが楽しい。 

15 白岩地区のことがわかるようになった。 

２月の主な行事予定 
１日（木）安全点検 街頭指導 下校指導 

２日（金）たかだいセミナー（バナナボート体験） 

５日（月）職員会議 

９日（金）スキー教室：４年生～６年生 

     天童高原スキー場 

13日（火）生活リズムチャレンジ運動（18日まで） 

15日（木）授業参観・学級懇談会 

ＰＴＡ常任委員会 

16日（金）チューブ滑り：１・２年生（自然の家） 

20日 (火) 校外学習３年：炭焼き体験（幸生地区） 

22日 (木) ６年生を送る会 

28日 (水) 学校運営協議会④ 

アンケート結果の考察 

評価アンケートは、「保護者」「学校運営協

議会委員」「教職員」も対象に行いました。 

今年度から学校教育目標が変わったので、設

問も若干変わっています。成果もたくさんあり

ますが、次の3点については課題と考えていま

す。 

１ 家庭学習も含めて、粘り強く学習に取り組

む姿勢の育成。 

２ 自分には良いところがあると思う気持ち 

（自尊感情）の育成。 

３ 早寝・早起き・朝ごはん、メディアとの付 

きあい方。 

 以上３点については、３学期や来年度への課

題として、学校や家庭、地域と連携して取り組

んでいく予定です。 


